
 

復活の時節も終わり、6月に入り、早々と梅雨期に突入したと思ったら、晴れ間がのぞく蒸し暑い日々。そんな中、今年

も早半年が終わろうとしています。キリストの聖体で始まる 6月を、教会はイエス様のみこころの月としています。イエスの

みこころ、それは天にあります。父なる神様のみ言葉は天から、私たちの上に留まり、照らしています。み言葉に静かに耳

を傾けてみましょう。神の福音、即ちそこに救いの喜びの音が響き渡り、霊的な微かな声が聞こえてくるような気さえしてき

ます。 

 

◆ いのちの喜び 

今の時代、全く普通の人が、突然、暴力的になる。

そして、罪のない人の命を奪い取ったのに、何の良心

の呵責も感じていないような素振りがテレビ画面に

映る。それを見る人々の表情も普通だとしたら、まさ

に狂気の沙汰である。学校、家庭、世界は今や愛の危

機である。「いかに幸いなことか。神を畏れ、神の道

を歩む者は・・・」(詩編 128：1)というときの喜びは、

この命が神と共にあるこ

とです。詩編はその喜びを

例えて、家族が食卓を囲ん

で団欒している様子を思

い浮かべているのです。 

◆ 一つとなる 

愛とは一つになること

です。違いを乗り越え、自

己の思いを捨て、罪を認め、

悪をも受け入れていく勇

気です。愛し合い、命を育

む二人は、神のもとに一つになっていくのです。人間

のこの愛の根本的な姿は、神がお造りになった神秘で

す。その人間が愛し合う喜び、交わりを見失い、憎し

みにこの身を引き渡してしまったとしたら、それほど

おぞましいことはありません。私たちの信じる神が三

位一体であるのは、私たちが愛し合うためなのです。 

 

 

◆ 自分に合うもの 

自分に合うものを、神様は準備してくださいます。

ところが、自分に合うものを探し切れないで悩みはじ

めるとき、人は愛を見失っていくのです。独りで生き

ることの恐ろしさを知っている人間は、何とかして自

分に合う誰かを見出すことが必要なのです。愛する人

とは、私の助けであり、支えです。そして何より喜び

なのです。だから二人は結ばれ、一つとなるのです。

だから 6月はジューンブラ

イド、6月の花嫁は幸せにな

るというのです。 

◆ 孤独を癒す 

愛は一人では成り立ちま

せん。愛は孤独の人を癒し

ます。だから、「私の魂はあ

なたにつき従い、あなたの

右の手で私を支えて下さい」

(詩編 63:9)と私は祈るので

す。神は愛ですから、孤独

な私の心を癒し、慰めてくださいます。もう一度、人

間の原点である愛の姿に自分自身を照らし出してみ

ましょう。「言は人となり、わたしたちの間に宿られ

た」(ヨハ 1:14)。みことばは光となって私の心の闇を

照らしだすのです。こうして私は愛の人となって生き

直すのです。 
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福者シャルネツキィはウクライナのセマキフツィに１

８８４年 12月 14日に生まれました。 1903～1909年、

ローマのウクライナ大神学校に入り、ウルバニアヌム大

学より神学博士号を受けました。 彼は 1909年 10月 2

日、司祭叙階を受け、スタニスラヴィフの神学校で哲学

と神学を教えました。 1919年、レデンプトール修道会

に入りました。 1926年より、彼はウォリン

でギリシャ・カトリック教会の地方で宣教を

していました。 1929年 1月 16日、レベド

の司教に、そしてウォリンとポドラシャ地区

のカトリック系ウクライナ人達にとっての使

徒的訪問者として任命されます。 彼はロ

ーマの聖アルフォンソ教会で 1931年 2

月 8日に、司教叙階を受けます。 

1939年にソビエトの占領でヴォルン

から追放され、リビフに移送されます。 

ポーランドのウクライナ・レデンプトール修

道会の準管区への移送が決まった時、

彼は国民を見捨てず、リビフに留まりました。 1945年 4

月 11日、彼はギリシャ・カトリックの司教達全員とともに

逮捕されます。 裁判を待つ間、裁判の間、彼は絶え

ず拷問や屈辱を受け、それに耐えました。 まず彼は 5

年、シベリアの強制収容所に監禁されます。 「ヴァチ

カンのために働く人」であるという疑いをかけられ、更に

10年間監禁されました。 1945年から 1956年の間、強

制収容所や刑務所で生活し、計 600時間の拷問と詰

問を受けていました。 

非人間的な状況のもとで彼の健康

は完全に壊れました。 1956年に解放さ

れますが、その時には殆ど瀕死の状態で

した。 しかしリビフに運ばれて奇跡的に

持ち直し、病床で聖職者としての仕事を

続けました。 カタコンベのウクライナ・カ

トリック教会を指導し、1959年 4月 2日に

帰天、クルパルキフの墓に葬られました。 

享年 75歳。 

ニコラ・シャルネツキィ司教の霊性： 

彼はみごとな忍耐と平静さで全てを受け

入れ、迫害する者のために祈り、収容所

の仲間たちを力づけました。 また、耐え忍びながら、ウ

クライナ教会の信徒を指導し続けました。 彼は聖なる

司教、「信仰の殉教者」として知られています。 

 

5月 20日 聖霊降臨の主日 

① 今年の北薩信徒大会は出

水教会で開催。 郡山司教様がご

出席になり召命についてお話になられました。 ご自身の体験談

に始まったとても興味深いお話で、信徒達は熱心に聞き入りまし

た。 ミサでは堅信の秘跡を受ける信者たち、出水の子供たち 4

人を含めて、総勢 11人（谷山からは 3名）が聖霊の徴である油を

注がれ、喜びのひと時となりました。 

 

② 聖アルフォンソ合唱団・室内管弦楽団の

ミサ曲奉献（2018年度第 1回）が行われました。 

司式は、瀬戸神父様、ボスコ神父様によって行わ

れ、歌われた曲はモーツァルト作曲の戴冠ミサ曲

KV317でした。 長い練習の成果が実って立派

な合唱となり、合唱団の勤めをしっかりと果たすこ

とが出来ました。 



 

 

谷山の修道院のカフェテリアにある興

味深いこの拓本は（右下の図）、中国の町、

長安の石碑博物館にある景教の石を写し

取った物です。 この拓本は、景教の神父

達が聖書をどんなに具体的に熱心に教え

たかを私達に想像させます。 石に刻んで

ある内容は、神父たちがどこから来たのか、

自分達が伝えている教えは真理の道、救い

への道である事、などです。 また、出会っ

た人々は聖書の勉強が出来るように教会が

建てられました。 教会の門にはこの石が

建てられて、キリスト教の一番大事な内容が

シンプルに書かれました。  

この石碑は７８１年に建てられました。 

その中で特に目立っているのは、石の上の

方に刻まれている十字架です。 長安から

西に向かってシルクロードを旅すると、様々

な所で同じような十字架の刻まれている石

を見ることが出来ます。 これらの十字架は、

景教の十字架がモデルになっていました。  

ネストリウスの神父たちは、インドを通

って仏教の僧達と一緒に中国に入りました。 

景教の遺跡は現代まで中国のモンゴリアと

西中国で見ることが出来ます。 例えば、ト

ルファンでは寺院だけではなく教会の遺跡

も発掘されました。 この教会の壁には、景

教の聖人と殉教者のフレスコ画が残ってい

ます。 ８４５年まで沢山の中国人がそこで

洗礼を受けました。 しかし、孫王家の時代

の皇帝の命令によって、僧侶も神父達もト

ルファンから離れなければなりませんでした。 

信者達は、中国の東の方に行って新たに

教会を建てました。  

新しい教会の十字架は、神父達によく

使われた九つの漢字で飾られました。 「大

秦景教流行中国碑」です。 その意味は、

「景教の記念碑。中国で教えられたローマ

の宗教」です。 景教は色々な研究者によ

ると、８０４年～８０６年の間に中国以外の他

のアジアの国にも入りました。 

参考文献： Li Tang and Dietmar W. 

Winkler (ed.)  「Winds of Jimgjiao (Studies 

on Syriac Christianity in China and Central 

Asia)」 

 

 

 

 

 

景教と中国２ 



 

朗読奉仕 掃除 班会等

6月1日 （金）
19:00 初金ﾐｻ
ミサ後 典礼委員会

2日 （土） ②③ ②③掃除後教会
14:00 第4回健康講座
19:00 キリストの聖体のﾐｻ

3日 （日） 未定
6：30と9：00

ミサ後 敬老祝賀会

4日 （月） 6:30 朝ﾐｻ

5日 （火）
6:30 朝ﾐｻ

19:00 納骨堂管理委員会

6日 （水） 19:00 水曜ﾐｻ
ミサ後 受堅者勉強会　5

7日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

8日 （金）
6:30 朝ﾐｻ

9日 （土） ④ ④掃除後教会
19:00 年間第10主日のﾐｻ（関根神父様）

頭島神父様 丹後へ帰省（11日夜まで）

10日 （日） 9:00 年間第10主日（関根神父様） 未定

11日 （月）
朝ﾐｻなし

12日 （火） 6:30 朝ﾐｻ

13日 （水）
19:00 水曜ﾐｻ

14日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

15日 （金） 6:30 朝ﾐｻ

16日 （土） 19:00 年間第11主日のﾐｻ（関根神父様） ⑤⑪ ⑤⑪掃除後教会

17日 （日） 6：30と9：00 年間第11主日 未定

18日 （月） 6:30 朝ﾐｻ

19日 （火） 6:30 朝ﾐｻ

20日 （水） 水曜ﾐｻなし

21日 （木）
朝ﾐｻなし

22日 （金） 6:30 朝ﾐｻ

23日 （土） 11:00 ゆらいあいﾐｻ ⑥⑦ ⑥⑦掃除後教会
19:00 洗礼者聖ﾖﾊﾈの誕生のﾐｻ

24日 （日） 祭日洗礼者聖ﾖﾊﾈの誕生 未定
6：30と9：00

25日 （月） 6:30 朝ﾐｻ

26日 （火） 6:30 朝ﾐｻ

27日 （水）
19:00 水曜ﾐｻ
ミサ後 受堅者勉強会　6

28日 （木）
6:30 朝ﾐｻ

14:00 司祭評議会

29日 （金）
6:30 朝ﾐｻ

19:00 典礼委員会

30日 （土） ⑧⑨ ⑧⑨掃除後教会
9:00 ひまわり幼稚園運動会

19:00 年間第13主日のﾐｻ

ロザリオの祈り [毎週（火）

[毎週（水）

[毎週（水）

聖書と教理-Ⅰ [毎週（木） 15：00～16：30］

聖体礼拝 [毎週（木）

聖書と教理-Ⅱ [毎週（金）  9：00～10：00］

聖ﾍﾟﾄﾛ使徒座への献金

記念日　聖ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｵ司教殉教者

祭日　ｲｴｽのみこころ

ﾎﾞｽｺ神父様 休暇でｲﾝﾄﾞﾈｼｱへ帰国（9月8日まで）

記念日　聖母のみこころ

記念日　聖ﾊﾞﾙﾅﾊﾞ使徒

記念日　聖ｱﾛｲｼﾞｵ・ｺﾞﾝｻﾞｶﾞ修道者

平成30年　谷山教会6月の予定と祝日表　(6/1～6/30）　西暦2018年

日時 典礼　と　行事

記念日　聖ｶﾛﾛ・ﾙﾜﾝｶﾞ同志殉教者

祭日　キリストの聖体

記念日　聖ｱﾝﾄﾆｵ（ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ）司祭教会博士

記念日　聖ﾕｽﾁﾉ殉教者

 1日、 8日、15日、22日、29日

祝日　絶えざる御助けの聖母

記念日　聖ｲﾚﾈｵ司教殉教者/福者ｼｬﾙﾈﾂｷｨと同志殉教者（ﾚﾃﾞﾝﾌﾟﾄｰﾙ）

祭日　聖ﾍﾟﾄﾛ聖ﾊﾟｳﾛ使徒

記念日　福者ｼﾞｪﾝﾅﾛ・ｻﾙﾈﾘ（ﾚﾃﾞﾝﾌﾟﾄｰﾙ）

聖書を学ぶ勉強会　（ｴﾚﾐﾔ書） 10：00]
 6日、13日、20日、27日

レジオ・マリエ 14:00]

10：00]  5日、12日、19日、26日

 7日、14日、21日、28日

13：30～14：30]
　　  14日、21日、28日
 7日の第1回はｻﾞﾋﾞｴﾙで7：00から

班会お休み班

①⑩

六
月
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事
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